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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、有糸分裂に関与する調節タンパク質です。この遺伝子産物はp34(cdc2)と複合体を形成し、成熟促進因子（MPF）を形成します。恒常的に発現する転写産物と、主にG2/M期に発現する細胞周期制御転写産物の2つの代替転写産物が発見されています。これらの異なる転写産物は、異なる転写開始部位の利用によって生じます。[RefSeq提供、2008年7月],発生段階：G2期に着実に蓄積し、有糸分裂時に突然破壊されます。,機能：G2/M（有糸分裂）移行期における細胞周期の制御に必須です。,PTM：間期にSCF(NIPA)複合体によってユビキチン化され、破壊されます。 G2/M期にはユビキチン化されない。,類似性：サイクリンファミリーに属する。,類似性：サイクリンファミリーに属する。サイクリンABサブファミリー。,サブユニット：CDC2タンパク質キナーゼと相互作用して、セリン/スレオニンキナーゼホロ酵素複合体（成熟促進因子（MPF）と​​しても知られる）を形成する。サイクリンサブユニットは複合体に基質特異性を付与する。HEI10に結合する。有糸分裂中に触媒活性を持つRALBP1およびCDC2と相互作用し、間期にエンドサイトーシス複合体を形成する。,
	研究分野
	AMPK
	画像データ
	

	サイクリンB1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	サイクリンB1抗体を用いた、血清10% 15%で処理したK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肝組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト胃組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学染色。1. サイクリンB1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

